
 

 

非同期型バーチャルセミナーの実現： 
同期型協調学習事例の分析 

 
井上久祥 

 
 プロジェクトベースの学習に着目して大学院生を対象とした非同期型バーチャルセミナーの実現

をねらいとする。本稿では，システム構築の前段階として同期型の協調学習事例を分析することを考

える。はじめに今回分析する同期型協調学習事例を活動ガイドにより示す。次に，具体的な方策とし

てＵＭＬ(Unified Modeling Language) のシーケンス図を用いた記述を提案する。最後にＵＭＬシー

ケンス図による分析結果をもとに同期型から非同期型へ移行することが可能な部分を検討する。 
 

Realization of the virtual seminar：Case analysis of synchronous 
collaborative learning 

 
Hisayoshi Inoue 

 
  Purpose of our study is to realize the virtual seminar,which aims at the project based 
learning,which guraduate students attend asynchronousely. In this paper, it proposes about the 
effective method of analyzing synchronous collaborative learning cases. That is, it is analysis of 
collaborative learning cases using the sequence figure of UML (Unified Modeling Language). 
First, it is about collaborative learning cases for analysis. Guide of learning activity describes. 
Next, UML sequence figure describes. Finally, we examine the shift possibility to an 
asynchronous type [ synchronous type ] based on an analysis result. 
 

1．はじめに 
 非同期型の作業の典型例として，オープンプログラ

ムソースのシステム開発作業が挙げられる。作業参加

者は，プロジェクトの目的を共有し，問題点の解決状

況についての記述を参照しながら，ソースコードを更

新することで開発を進めている。これは，見方を変え

ると，高度な学習機会そのものであると言える。開発

者は，協調して開発作業を行い，経験的知識（ノウハ

ウ）を培い，問題解決能力を高めている。 
 このような問題解決過程を踏まえた実践的な学習

は，プロジェクトベースの学習と呼ばれ，以下のよう

な特長を持つ[1]。 
①非構造的な知識世界を扱う。 
②テーマベース，プロジェクトベースの課題（ゴー

ル（解決案）が一意的な理想解ではないような課

題）を設定する。 

③個々の活動プロセス中には，正しい方法，手続き，

結論（中間的）の存在を保証する。 
④解決案の導出時に必ず考慮せねばならない制約

を設定する。 
⑤協調作業/学習に参加する者は，実世界の中の問題

を掘り起こし，適切な解を導き出すための方法論

を自ら工夫する。 
 プロジェクトベースの学習に参加する学習者は教

授者から出題された課題を共有している。学習者相互

が共通目的達成のために作業を行い，最終的な成果物

（解決案）を得ている。このことから，プロジェクト

ベースの学習には協調作業が組み込まれていると言

える。 
 本研究の目的は，協調作業に基づいた非同期型の学

習を成立させるための構成原理を整理することであ

る。そして，その構成原理に基づいた非同期型の学習

システムをネットワーク上に構築する。具体的には，

大学院生を対象とした非同期型バーチャルセミナー

の実現である[2]。 
 本稿では，システム構築の前段階として同期型の協
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調学習事例を分析することを考える。具体的な方策と

してＵＭＬ(Unified Modeling Language) [3][4]のシ

ーケンス図を用いた記述を提案する。分析結果をもと

に同期型から非同期型へ移行することが可能な部分

を明らかにすることが期待できる。 
 
２．同期型協調学習事例の分析 
 今回分析する同期型協調学習事例は，教員養成系大

学院における講義（情報教育特論）で行った演習であ

る。課題は，メディア・リテラシー能力育成のための

本時の授業計画書（指導案）の作成である。受講生は

６名であり，３名が1組となり，２つのグループを形

成してプロジェクトベースの学習を進める。 
 
2.1 分析対象 
 先に我々は，非同期型協調学習の構成原理[5]とし

て，プロジェクトベース学習を課題解決のプロセスと

して記述することを提案した。そして課題解決のプロ

セスを「活動ガイド」として定義した。「活動ガイド」

は教授者が学習者の活動を予測し設計するもので，課

題の出題から解決案（別解を含む）に至るまでの問題

解決過程を探索木として記述する要素を整理したも

のである。活動ガイドは以下４つの記述からなる。 
①課題の記述 
②活動プロセスの記述 
③解決案の記述 
④学習者（作業担当者）決定条件の記述 

課題課題

解決案解決案11

解決案解決案22

解決案解決案33

活動プロセス活動プロセス
学習者の決定条件学習者の決定条件

課題課題

解決案解決案11

解決案解決案22

解決案解決案33

課題課題

解決案解決案11

解決案解決案22

解決案解決案33

活動プロセス活動プロセス
学習者の決定条件学習者の決定条件
活動プロセス活動プロセス
学習者の決定条件学習者の決定条件

 

図１ 活動ガイドの概念図 

 
図１に活動ガイドの概念図を示す。「課題の記述」と

は，課題のテーマ，学習目標，最終的に得られる成果

物が具体的に満たすべき条件，評価基準である。「活

動プロセスの記述」とは，教授者が課題をさらに詳細

化，具体化して副目標で記述したものである。副目標

として次の３つを記述する：①使用するツール・メデ

ィア〔方法〕；②学習者の活動/行為〔手続き〕；③成

果/結果の評価〔中間的結論〕。「解決案」とは，教授

者が立てた成果物の予測である。教授者は学習者の力

量を想定し，課題から解決案に至るまでの作業過程を

予測して具体的な成果物のサンプル（作品例）を作成

する。「学習者の決定条件の記述」とは，教授者が学

習者に活動プロセスを分担させるために設ける，学習

者の評価基準である。 
 以上の「活動ガイド」の定義に沿って，今回分

析する同期型協調学習事例を記述する。表１に活

動ガイドによる同期型協調学習事例の記述を示す。 
 
2.2 分析方法 
 表１に示した同期型協調学習事例について分析を

行う。分析のための事例の記述はUML により行う。

香山ら[6]は，UMLのクラス図により協調学習記述の

ためのメタモデルを提案している。本研究ではこの協

調学習記述のためのメタモデルで構成されるクラス

とオブジェクトを用いて同期型の協調学習事例を記

述することとする。 
 特に本研究においては，同期型の協調学習事例の記

述としてクラス図ではなくシーケンス図を用いるこ

ととする。シーケンス図は，相互作用図の一種であり，

オブジェクト間でやりとりされる個々の相互作用（メ

ッセージの送受信）の時間的順序を上から下に順に示

すものである。相互作用を時間順に一つずつ追跡でき

るため，場面展開（ここでは教室での協調学習）と対

応させて相互作用の具体的内容を示すことができる。 
 協調学習事例を表すシーケンス図を以下の手順で

記述する。 
①縦棒（オブジェクト生存線）でオブジェクトの存

在を示す。 
②オブジェクト間のメッセージ送信を実践矢印と

メッセージ名で表す。この際，時間的順序を上か

ら下に並べる。 
③場面展開の各ステップをメッセージ送信と対応

させてテキストで記述する。 
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①課題： 
テーマ：「メディア・リテラシー能力育成についての本時の授業計画書（指導案）の作成」 
学習目標：メディア・リテラシー能力について理解し，能力育成のための授業が設計できる 
最終成果物の条件：中学校2年生を対象として，実際に，この授業計画書を用いた授業が実施可能なこと 
評価基準：授業実施により学習者のメディア・リテラシー能力の伸長が認められること 

②活動プロセス： 
プロセス1 
〔方法〕既存のドキュメント「メディア・リテラシー能力を育成するカリキュラム」をＷebブラウザを用い

参照する（教材として，既存ドキュメントを準備） 
〔手続き〕メディア・リテラシー能力育成のための教授内容・目的・手段を理解する 
〔中間的結論〕チェックリストへの回答 
プロセス2 
〔方法〕単元計画書をワープロソフトを用い作成する（教材として，単元計画書の雛形を準備） 
〔手続き〕カリキュラムの趣旨に沿った単元計画を立案する 
〔中間的結論〕単元計画書のドキュメント 
プロセス3 
〔方法〕本時の授業計画書をワープロソフトを用い作成する（教材として，授業計画書の雛形を準備） 
〔手続き〕時間的制約の考慮を主とし単元計画書の一部分をより具体化・精緻化する 
〔中間的結論〕授業計画書のドキュメント 

③解決案： 
  完成された本時の授業計画書〔例：ディベートでクリティカルシンキング，事実と意見の区別〕 
④学習者の決定条件： 

プロセス1の条件 
 参照したドキュメントの内容について理解が認められること（チェックリストによる理解度の評価） 
プロセス２の条件 
 作成された単元計画書にカリキュラムの趣旨が的確に反映されていること（教授者の主観による中間成果

物の評価） 
プロセス３の条件 
 作成された本時の授業計画書が単元計画書の一部分をより具体化・精緻化したものであること（教授者の

主観による中間成果物の評価） 

表１ 活動ガイドによる同期型協調学習事例の記述 

 
2.3 分析結果 
 図２にＵＭＬシーケンス図による同期的協調学習

の分析結果（一部抜粋）を示す。活動ガイドによる同

期型協調学習事例の記述のうちプロセス３に相当す

る部分についての分析結果である。 
 
(4)考察 
 ＵＭＬシーケンス図による分析にあたっては，同期

作業から非同期作業への置き換え可能性を明らかに

するという本研究の目的を踏まえて，非同期で記述可

能な部分は極力非同期の形式で記述するようにした

（例えば，シーケンス最初のプロセス３の指示は，学

習グループＡ・Ｂに対し一斉になされるものであるが，

グループ別に指示する形で記述している）。分析作業

を通じて次のような示唆を得た。 
・プロセス中で教授者から学習者へなされる多くの

同期的な指示は，学習者個別への非同期な指示へ

置き換えが可能である（ただし，同内容の指示を

複数回繰り返すため教授者の負担は増加する） 
・単純に同期から非同期へ置き換えのできない場合

として次の２つがある 
     －グループ内での検討・意思決定時 
     －活動プロセスの終了判定時（中間成果物の   
    評価時） 
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３．まとめと今後の課題 
 本稿では，システム構築の前段階として同期型の協

調学習事例を分析することを考えた。分析のための協

調学習の事例の記述としてＵＭＬ(Unified Modeling 
Language)のシーケンス図を用いることを提案した。

さらに，実際に行われた協調学習事例を取り上げ，「活

動ガイド」によりその内容を示し，ＵＭＬのシーケン

ス図での記述を具体的に示した。今後の課題として，

分析結果をもとに同期型から非同期型へ移行するた

めの示唆を幾つか得たが，これらが一般性を有するも

のであるか検証していく必要がある。 
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図２ ＵＭＬシーケンス図による同期的協調学習の分析結果（一部抜粋） 
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